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◆研究室・講座・医局等の紹介

スタッフ紹介
教授 佐藤友隆
助教 青山和弘
助手 鈴木友博
教室の紹介
私たち、ちば総合医療センター皮膚科は、初代三浦隆教授が教室を開
設してから、34年が経ちました。症例が非常に豊富で臨床の業務が忙し
いのですが、その傍ら、臨床と密接に関連する研究を間断なく行ってき
ました。現在の主な研究分野は皮膚真菌感染症と皮膚悪性腫瘍です。
それぞれ臨床的な観察、得られる材料をもとに、解析、検討を行い、学
会、論文での発表を継続しています。質の高い学位論文の完成を達成
するのはもちろんのこと、皮膚科の基礎知識、臨床の実力も着実に培い、
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医取得も同時に目指していくことを目
標にしています。
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